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ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
皆

さ
ま
方
に
は
ご
健
勝
で
ご
活
躍

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
皆
さ
ま
方
の
推
薦
に
よ
り
再

び
会
長
の
大
役
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

力
不
足
の
小
生
が
、
会
員
・
役

員
の
皆
さ
ま
方
の
絶
大
な
る
ご
支

援
と
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
1
期

目
の
任
期
を
滞
り
無
く
全
う
で
き

ま
し
た
こ
と
に
、
ま
ず
は
あ
り
が

た
く
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

2
期
目
に
つ
き
ま
し
て
も
会
員
・

役
員
の
皆
さ
ま
方
の
お
力
添
え
を

い
た
だ
き
な

が
ら
精
一
杯

勤
め
て
参
り

た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
世
は
正
に
少
子
高
齢
化

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
み
、
豊
橋
市
に

於
き
ま
し
て
も
高
齢
化
率
が
全
国

平
均
よ
り
低
い
も
の
の
2
年
後
に

は
25
％
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
環
境
に
あ
り
な
が

ら
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
逆
に
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
昨
年

よ
り
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
も

「
1
0
0
万
人
会
員
増
強
運
動
」

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

わ
れ
わ
れ
、
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊

橋
に
も
、
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
お
よ
び
愛
知
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
よ
り
会
員
増
強
に
協

力
を
と
、
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

会
員
を
増
や
す
に
は
、
役
員
の

み
な
ら
ず
、
会
員
の
皆
さ
ま
1
人

ひ
と
り
の
ご
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

ま
た
、
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
の

組
織
全
体
と
し
て
も
、
老
人
パ
ワ

ー
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
、
地
域

社
会
に
少
し
で
も
貢
献
し
存
在
感

を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
し
て
、
会
員
の
半
数
以
上
を

占
め
る
女
性
会
員
の
役
職
へ
の
積

極
的
な
登
用
、
親
し
み
や
す
い
組

織
づ
く
り
な
ど
も
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

新
た
な
気
持
ち
で
「
ゆ
た
か
ク

ラ
ブ
豊
橋
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ど

う
か
皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
55
号
吉
田
春
秋
発
行
に
際
し

て
紙
面
を
お
借
り
し
て
の
ご
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
あ
い
さ
つ

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　
会
長
　
金
田
　
好
正

よ
ろ
し
く

お
願
い

い
た
し
ま
す

会長
金田　好正

副会長
藤城　恒介

監事
野田　光司

副会長
今川　智嗣

女性部副部長
野口八重子

レクリエーション部長
堀田　秀夫

高師ブロック代表
芳賀　紀臣

大清水ブロック代表
片桐　政義

会計
村田　賢三

監事
戸鹿島はつ子

広報文化部長
小山　正博

総務部長
鈴木　和男

社会部長
兼仁連木ブロック代表
森下　佐六

女性部長
石川　房代

副会長
廣地　裕

交通安全対策推進部長
伊藤　公満

大岩ブロック代表
縣　孝一

下地ブロック代表
内藤　克弘

石巻ブロック代表
神田　昭造

八町ブロック代表
大林　昭雄

平成 27 年度 新役員の紹介です

生きがい事業推進部長
兼つつじが丘ブロック代表
藤村　増男

保健体育部長
金田　紀夫

牟呂ブロック代表
杉浦　丈雄

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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4
月
16
日
、
豊
橋
市
公
会

堂
に
て
平
成
27
年
度
豊
橋
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

国
歌
斉
唱
、
会
員
物
故
者

に
黙
と
う
を
捧
げ
た
後
、
金

田
会
長
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
、「
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
女
性
が
半
数
以
上
を
占
め

る
の
に
対
し
、
当
市
老
連

で
は
、
理
事
46
名
中
、
女
性

は
4
名
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
女
性
の
役
職
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
願
い
ま

す
」
と
訴
え
ま
し
た
。
続
い

て
公
務
で
欠
席
の
佐
原
市
長

に
代
わ
り
堀
内
一
孝
副
市
長

が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、

顕
彰
に
移
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
市
長
感
謝
状
を

14
名
、
会
長
感
謝
状
を
64
名

が
受
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代

表
者
に
壇
上
で
感
謝
状
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
議
事
が
行
わ

れ
、
金
田
会
長
が
議
長
に
就

き
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
議
案

第
1
号
「
平
成
26
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
」、
議
案
第

2
号
「
平
成
27
年
度
豊
橋
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
役
員
の

選
任
に
つ
い
て
」、
議
案
第

3
号
「
平
成
27
年
度
事
業
実

施
方
針
」、議
案
第
4
号
「
平

成
27
年
度
事
業
計
画
及
び
予

算
」の
全
て
が
承
認
を
受
け
、

今
川
副
会
長
の
閉
会
の
こ
と

ば
で
第
1
部
が
終
了
し
ま
し

た
。

　

第
2
部
は
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ

ー
育
成
事
業
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
師
の
鵜
飼
氏

の
音
楽
療
法
に
つ
い
て
の
話

を
会
場
の
皆
さ
ん
は
興
味
深

く
聞
き
入
り
、
と
き
に
伴
奏

に
合
わ
せ
て
い
っ
し
ょ
に
元

気
よ
く
歌
っ
た
り
、
楽
し
く

運
動
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
で
は
こ
こ
20
数
年

来
、
音
楽
療
法
が
急
速
に
広

ま
っ
て
き
ま
し
た
。
音
楽
を

医
療
や
福
祉
の
現
場
に
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
心
身
の

障
害
の
回
復
、
機
能
の
維
持

改
善
、
生
活
の
質
向
上
を
図

り
ま
す
。

　

音
楽
の
効
用
に
つ
い
て

は
、
旧
約
聖
書
の
中
に
記
述

が
あ
る
ほ
ど
古
く
か
ら
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
医
学
的

に
も
①
認
知
症
予
防
②
運
動

機
能
維
持
③
口
腔
機
能
維
持

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
予
防
の
観
点
か
ら

は
、
音
楽
に
は
一
瞬
の
う
ち

に
昔
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ

る
記
憶
へ
の
刺
激
や
、
感
情

へ
の
刺
激
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
運
動
機
能
や
口
腔
機
能

の
観
点
で
は
、
声
を
出
し
て

歌
う
こ
と
で
、
口
元
の
筋
肉

や
舌
を
鍛
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
歌
う
以
外
に
も
大
き

な
声
で
リ
ズ
ム
を
変
え
て
連

続
し
て
発
声
す
る（「
パ
・
パ
・

パ
・
パ
」「
タ
・
タ
・
タ
・
タ
」

な
ど
。
通
称
「
パ
タ
カ
ラ
体

操
」）
こ
と
で
も
同
様
に
鍛

え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
に
従
っ
て
、

咀そ
し
ゃ
く嚼
・
嚥え

ん
げ下
の
機
能
が
低
下

し
て
き
ま
す
か
ら
、
音
楽
療

法
で
口
元
の
筋
肉
や
舌
を
鍛

え
、
い
つ
ま
で
も
食
べ
物
を

口
の
奥
へ
運
び
や
す
く
、
ま

た
飲
み
込
み
や
す
く
で
き
る

よ
う
努
め
ま
し
ょ
う
。

平成 27年度　重点目標

1. 積極的な加入促進活動の推進

親しみやすい組織として愛称「ゆたかクラブ豊橋」を広く浸透させ、

また、地域づくりを担う組織として活動について積極的に周知するこ

とで、若年高齢者を含め活動を共にする仲間の輪を広げ、明るく楽し

いクラブ活動を推進しよう。

2. 安心して暮らせるまちづくりの推進

日頃から振り込め詐欺や交通事故に遭わないという意識をもち、地域

ぐるみの防犯を推進しよう。また、災害時に備え、地域の人々との相

互扶助の精神を育もう。

3. 高齢者福祉に対する意識向上と支援活動の拡大化

地域における高齢者の孤立や引きこもりを防ぐため、一人一人が地域

づくりの担い手としての意識を持ち、「一声運動」、「友愛活動」及び「サ

ロン活動」を積極的に展開しよう。

4. 健康寿命の延伸と生きがい活動の推進

生き生きと末永く暮らすために、スポーツ活動や趣味の活動を積極的

に行おう。また、地域の人や友人にも働きかけ、共に健康で充実した

生活を目指そう。

60～64歳
5％

65～69歳
15％

70～74歳
21％

75～79歳
23％

80歳以上
36％

■年齢別

平成 27 年度　市老連年齢調査

◎市老連会員数／

16,810 人

（男：7,384人、女：9,426人）

※74歳以下／  6,944人

　75歳以上／  9,866人

◎市老連理事平均年齢

（平成 27 年度）76.0 歳

男44％

女56％

■男女比率

74歳以下
41％75歳以上

59％

■前期高齢者・後期高齢者

　（75歳以上）比率

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー

育
成
事
業
講
演
会

歌
っ
て
笑
っ
て
元
気
よ
く
！

～
音
楽
は
心
と
体
に
良
い

影
響
を
与
え
ま
す
～

平成 27 年度

豊橋市老人クラブ連合会総会

鈴鹿大学短期大学部教授

日本音楽法学会認定音楽療法士

鵜飼久美子　氏

副市長より
感謝状贈呈

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
（
豊
橋

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）
の
会

員
の
皆
さ
ま
方
に
は
、
日
頃
よ

り
本
市
の
福
祉
行
政
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
こ
と
に
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
豊
橋
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
創
立
50
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
実
施
し
好
評

だ
っ
た
、
ゴ
ル
フ
大
会
を
は
じ

め
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
引

き
続
き
開
催
し
ま
し
た
。
若
年

高
齢
者
の
方
々
も
多
数
参
加
さ

れ
、
活
気
の
あ
る
大
会
に
な
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
老

人
ク
ラ
ブ
と
は
違
っ
た
取
り
組

み
の
実
施
に
よ
り
、
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
会
員
の
増

加
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

は
、
平
成
26
年
度
か
ら
5
カ
年

計
画
で
「
１
０
０
万
人
会
員
増

強
運
動
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て

お
り
ま
す
。
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊

橋
も
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
た
だ
き
ク
ラ
ブ
の
発
展
を

目
指
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
団
塊
世
代
が
高
齢
者
と

な
っ
た
今
が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思

い
ま
す
。
老
人
ク
ラ
ブ
に
お
い

て
も
若
年
高
齢
者
の
加
入
な
し

に
は
今
後
の
発
展
を
期
待
す
る

こ
と
は
難
し
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
価

値
観
を
持
つ
団
塊
世
代
の
方
に

と
っ
て
も
魅
力
あ
る
、
新
た

な
「
ク
ラ
ブ
活
動
」
の
あ
り
か

た
を
考
え
て
い
く
時
期
に
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。

　

現
在
、
超
高
齢
社
会
を
迎
え

て
お
り
、
益
々
高
齢
者
が
増
加

し
て
い
く
状
況
の
中
で
、
今
後

は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
に
お
い
て
、
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
と
い
う
こ
と
が
と

て
も
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

に
老
人
ク
ラ
ブ
が
果
た
す
役
割

は
今
ま
で
以
上
に
大
き
く
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
地
域
に

お
け
る
支
え
合
い
活
動
な
ど
、

社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
役
割

を
担
い
、
地
域
の
中
で
の
存
在

意
義
を
高
め
て
い
き
、
そ
の
結

果
と
し
て
会
員
の
増
加
に
つ
な

が
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
ま
し
て
も
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
と
連
携
し
、

活
性
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
本
市
行
政
に
対
し
一
層

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ゆ
た

か
ク
ラ
ブ
豊
橋
の
益
々
の
発
展

と
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
、

ご
多
幸
を
心
よ
り
祈
念
申
し
あ

げ
ま
す
。

平成27年度　豊橋市老人クラブ連合会　事業計画

豊
橋
市
福
祉
部
長
　
河
合
　
亮
二

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
性
化
を
目
指
し
て

※ 事業・会議日程については、関係機関との調整により変更となる場合があります。

変更する場合、理事会を通じて連絡いたします。

4.16 ㈭
平成 27 年度総会

豊橋市公会堂
平成 27 年度シニアリーダー育成事業講演会

5 月〜 8 月 シルバースポーツブロック大会 市内一円

6.5 ㈮ 第 83 回囲碁・将棋大会 高師老人福祉センター

6.9 ㈫〜10 ㈬ 理事研修視察 伊賀の里　もくもくファーム

8.10 ㈪ 広報紙「吉田春秋」8 月号発行

8.23 ㈰ いきいきフェスタ出展 ライフポートとよはし

8.26 ㈬ 第 52 回豊橋市高齢者福祉大会 豊橋市公会堂

9.15 ㈫〜21 ㈪
第 1 回友愛訪問 各校区指定場所

一声運動強化週間（前期） 市内一円

9.20 ㈰ 老人クラブ社会奉仕の日 市内一円

9月〜10月 市老連ブロック別演芸大会 各センター

9.25 ㈮ 第 17 回ペタンク大会 陸上競技場

10.7 ㈬ 第 39 回ゲートボール大会 陸上競技場

10.21 ㈬〜23 ㈮

第 10 回とよはしシニアフェスティバル

豊橋市民文化会館
（第 47 回趣味の作品展）

（第 24 回女性部チャリティーバザー）

10.22 ㈭ （第 38 回趣味の演芸大会）

11.5 ㈭ 第 17 回グラウンド・ゴルフ大会 豊橋球場

11.11 ㈬ 第 25 回豊橋市シルバースポーツ中央大会 陸上競技場・豊橋球場

11.26 ㈭ 冨安貞夫杯　第 3 回ゴルフ大会 新城カントリー倶楽部

12.3 ㈭ 交通安全街頭啓発 市内一円

12.17 ㈭ 第 3 回ボウリング大会 岩屋キャノンボウル

1.21 ㈭ 第 3 回吹き矢大会 豊橋市民文化会館

2 月上旬 広報紙「吉田春秋」2 月号発行

2.8 ㈪〜14 ㈰
第 2 回友愛訪問 各校区指定場所

一声運動強化週間（後期） 市内一円

2.23 ㈫〜24 ㈬ 単位老人クラブ会長・女性部長研修旅行 未定

2 月〜3 月 趣味の教室作品展・発表会 各センター

3 月下旬 ブロック別会長研修会 各センター

通年 自転車教室 各ブロック

月　日 行 事 名 場　所

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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市
老
連
理
事
会
が
理
事
研
修

旅
行
の
行
き
先
に
選
定
し
た
の

は
、
三
重
県
伊
賀
の
里
「
も
く

も
く
フ
ァ
ー
ム
」
で
し
た
。
滞

在
1
時
間
程
度
で
は
本
旨
に

沿
っ
た
理
解
を
し
た
と
は
い
え

な
い
が
、
見
聞
き
の
範
囲
で
報

告
し
ま
す
。

　

養
豚
農
家
を
中
心
に
「
ハ
ム

工
房
モ
ク
モ
ク
」
を
設
立
し
た

の
が
1
9
8
8
年
、
フ
ァ
ク
ト

リ
ー
フ
ァ
ー
ム
（
工
房
公
園
）

に
変
貌
し
た
の
が
95
年
。
こ
れ

が
原
型
。

　

そ
し
て
豚
ダ
ー
ビ
ー
が
開
催

さ
れ
た
わ
け
で
、
こ
れ
は
豚
を

中
心
に
据
え
て
農
場
公
園
を
作

ろ
う
と
し
た
意
思
が
う
か
が
え

ま
す
。

　

豚
が
野
飼
い
で
遊
ん
で
い
る

し
、
豚
と
共
演
す
る
イ
ベ
ン
ト

は
壁
い
っ
ぱ
い
に
貼
っ
て
あ
り

ま
し
た
。
私
に
は
経
験
な
い
で

す
が
、
腸
詰
ウ
イ
ン
ナ
ー
を
学

ん
で
い
る
親
子
の
写
真
は
一
生

懸
命
の
様
子
で
す
。

　

7
つ
の
テ
ー
ゼ
を
読
む
と
、

①
農
業
振
興
を
通
じ
て
地
域

の
活
性
化
　
②
農
村
文
化
後
継

者
育
成
　
③
環
境
問
題
に
は

積
極
的
に
　
④
お
い
し
さ
と

安
心
を
両
立
　
⑤
消
費
者
と
共

感
す
る
　
⑥
笑
顔
が
絶
え
な
い

職
場
作
り
　
⑦
法
令
や
民
主
的

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
事
業
運
営

　

こ
こ
は
単
な
る
公
園
で

は
な
く
、
も
の
づ
く
り
を

伝
え
る
大
切
な
場
所
、
そ

し
て
農
業
者
の
視
点
で

「
食
」
を
発
信
す
る
。
正

社
員
1
5
0
人
、
パ
ー
ト

2
0
0
人
、
ア
ル
バ
イ
ト

6
5
0
人
、
計
1
0
0
0

人
の
職
場
を
発
信
す
る
。

農
場
を
運
営
し
、
農
畜
産

物
を
加
工
し
、
農
業
公
園

を
運
営
す
る
。
販
売
面
で

は
直
販
店
を
都
会
の
中
心

部
に
出
店
し
、
飲
食
店
を

経
営
し
、
貸
し
農
園
さ
え

有
す
る
し
た
た
か
さ
に
感

心
し
た
。

　

※
杉
山
地
区
の
養
豚
組
合
が

解
散
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
ん

で
す
。

（
総
務
部
長
　
鈴
木
　
和
男
）

第52回　豊橋市高齢者福祉大会

　

豊
橋
市
囲
碁
・
将
棋
大
会

が
、
6
月
5
日
に
高
師
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

部
長
と
し
て
の
初
仕
事
で
す
。

会
場
の
下
見
を
す
る
た
め
、
当

日
は
午
前
7
時
30
分
に
家
を
出

て
、
大
会
が
終
了
し
て
帰
宅
す

る
と
、
時
計
は
午
後
4
時
30
分

を
さ
し
て
い
ま
し
た
。
長
い
1

日
で
し
た
。

　

当
日
の
よ
う
す
を
詳
し
く
ご

紹
介
し
ま
す
。
午
前
8
時
30

分
、
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
集
合
し

て
打
合
せ
、
午
前
9
時
よ
り
受

付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今
年

は
、
囲
碁
の
部
57
名
（
平
均
年

齢
は
76
歳
）、
将
棋
の
部
29
名

（
平
均
年
齢
は
75
歳
）、
そ
れ

と
、
ス
タ
ッ
フ
20
名
を
合
わ
せ

た
1
0
6
名
が
参
集
し
、
昨
年

よ
り
も
10
名
も
多
く
の
方
が
か

か
わ
る
盛
大
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

ク
ラ
ス
毎
に
く
じ
で
初
戦

の
相
手
が
決
ま
り
、
午
前
9

時
30
分
よ
り
開
会
式
。
優
勝

カ
ッ
プ
の
返
還
や
ル
ー
ル
説

明
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
開

会
式
が
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
試

合
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
競

技
方
法
は
対
戦
相
手
を
替
え
な

が
ら
1
人
4
番
勝
負
で
勝
率
の

1
番
良
い
人
が
優
勝
と
な
り

ま
す
。
出
場
選
手
は
1
戦
1

戦
、
懸
命
に
頭
を
使
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
優
勝
が
決
定
す
る
ま
で
6

時
間
を
超
え
る
長
丁
場
で
本

当
に
大
変
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
ク
ラ
ス
毎
に

賞
状
と
副
賞
の
授
与
が
あ
り

ま
し
た
。
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊

橋
金
田
会
長
よ
り
大
会
講
評

が
あ
り
閉
会
と
な
り
、
最
後

に
ク
ラ
ス
毎
の
優
勝
者
の

記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

本
大
会
が
円
滑
に
進
行
で
き

ま
し
た
の
も
、
出
場
選
手
の
皆

さ
ん
を
始
め
、
長
寿
介
護
課
、

各
地
域
・
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
職
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
ご
協

力
の
お
か
げ
で
す
。
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後
の
行

事
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
引

き
続
き
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
部
長

　
堀
田
　
秀
夫
）

囲碁の部Ａ（参加者…25名）

優　勝 石川　　透 高　師

準優勝 榛葉　陽一 鷹　丘

囲碁の部Ｂ（参加者…22名）

優　勝 堀井　郁男 野　依

準優勝 西川　悦次 磯　辺

囲碁の部C（参加者…10 名）

優　勝 尾畑　行弘 大清水

準優勝 熊谷　司人 磯　辺

将棋の部Ａ（参加者…16名）

優　勝 田中　　栄 二川南

準優勝 赤川　文夫 飯　村

将棋の部Ｂ（参加者…13名）

優　勝 浜田　博幸 岩　田

準優勝 河合　孝一 石　巻

結 果 表　（敬称略）

第
83
回

豊
橋
市
囲
碁
・
将
棋
大
会
を
終
え
て

理
事
研
修
視
察

伊
賀
の
里
　

も
く
も
く
フ
ァ
ー
ム
見
学
視
察

　ダイヤモンド婚（結婚 60 周年）・金婚（結婚 50 周年）

を迎えるご夫婦をお祝いいたします。

開催日時／ ８月 26 日㈬　午前９時 30 分～

開催会場／豊橋市公会堂

開催内容／ ダイヤモンド婚・金婚を迎えられたご夫婦への祝詞贈呈、

思い出スライド、アトラクションなど

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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「
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
」
で

富
岡
製
糸
工
場
見
学
の
話
を

聞
い
た
と
き
、
私
の
子
供
の

頃
近
く
に
製
糸
工
場
が
あ
り

少
女
た
ち
が
働
い
て
い
た
こ

と
を
思
い
だ
し
た
。
暗
い
、

と
言
う
イ
メ
ー
ジ
し
か

な
く
あ
ま
り
気
乗
り
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
が
実

際
見
学
し
て
そ
の
考
え

は
徐
々
に
変
っ
て
き
ま

し
た
。

　

維
新
後
ま
も
な
く
新

国
家
の
期
待
を
担
っ
て

明
治
5
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の

技
術
指
導
か
ら
始
ま
り
、
ア

ジ
ア
で
初
め
て
の
製
糸
工
場

が
誕
生
し
た
。

　

当
時
14
歳
の
武
家
の
娘
が

選
ば
れ
教
育
を
受
け
、
や
が

て
指
導
者
と
な
り
徐
々
に
全

国
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

建
物
も
木
骨
煉
瓦
造
り
、

し
か
も
大
正
か
ら
昭
和
に
か

け
て
の
煉
瓦
の
違
い
と
か
、

工
場
内
の
天
井
の
高
さ
、
採

光
、
風
の
取
り
入
れ
方
等
々

外
国
の
技
術
が
導
入
さ
れ
て

い
っ
た
の
が
よ
く
わ
か
っ
た
。

　

明
治
の
中
頃
、
官
営
か
ら

民
営
と
な
り
、
初
代
は
か
の

有
名
な
「
三
井
」
そ
し

て
2
代
、
3
代
は
片
倉
、

わ
が
豊
橋
に
製
糸
工
場

を
も
た
ら
し
た
、
そ
の

片
倉
さ
ん
と
聞
き
更
に

び
っ
く
り
。
こ
の
工
場

は
昭
和
の
終
わ
り
ま
で

1
1
5
年
も
の
間
操
業

し
続
け
た
と
の
こ
と
。

　

私
た
ち
を
案
内
し
て

く
だ
さ
っ
た
ガ
イ
ド
さ

ん
は
素
晴
ら
し
い
方
で

し
た
。
こ
の
富
岡
製
糸

工
場
を
こ
よ
な
く
愛
し
、

1
人
で
も
多
く
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
、
そ
し
て
何
よ
り
も
誇
り

を
持
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
、

私
の
胸
に
熱
く
熱
く
伝
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

　

着
物
を
着
た
時
の
軽
く
暖

か
い
、
そ
し
て
絹
ず
れ
の

音
。
帯
を
締
め
た
時
の
「
き
ゅ

き
ゅ
」
の
何
と
も
言
え
な
い

心
地
よ
さ
は
私
た
ち
の
世
代

は
知
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
時
代
の
流
れ
。
今

の
若
い
人
た
ち
は
絹
の
良
さ

の
理
解
は
う
す
い
と
思
い
ま

す
が
、
歴
史
の
流
れ
を
語
り

つ
ぐ
こ
と
が
先
人
の
苦
労
へ

の
恩
返
し
と
思
い
若
い
人
た

ち
に
語
り
つ
い
で
行
こ
う
と

今
回
の
旅
行
は
実
り
多
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

富
岡
製
糸
工
場
を
見
学
し
て

豊橋市民文化会館　

会場図

　日頃、趣味の教室の演芸部門に参加されている皆さまが、
練習の成果を披露されます。
　民謡・舞踊 ･ 詩吟・歌謡曲・大正琴・健康体操・ダンスな
どジャンルは多岐にわたります。元気にご活
躍されている皆さまにご声援をお願いします。

開催日時　 10 月 22 日㈭ 
開場　午前 9 時 
開演　午前 9 時 30 分

開催会場　 豊橋市民文化会館　ホール

市老連活動

松
山
校
区
　
広
三
白
楽
会
　
澤
山
　
幸
子

　ゆたかクラブ豊橋（市老連）では、毎年会員の皆様や地域
の皆様から一品寄付を募り、女性部が中心となってチャリ
ティーバザーを開催しています。

開催日時　 10 月 21 日㈬～ 10 月 23 日㈮ 
午前 9 時 15 分～午後 4 時 
※最終日は正午まで

開催会場　豊橋市民文化会館　1 階リハーサル室

開催日時　 10 月 21 日 ㈬ ～ 10 月 23 日 ㈮ 
午前 9 時～午後 4 時

　　　　　※最終日は正午まで
開催会場　豊橋市民文化会館　２階展示室

　普段から熱心に作品づくりに取り組んでおられる皆さまの
素敵な作品を会場に展示いたします。日本画・洋画・ちぎり
絵・絵手紙・俳句・写真・書道・水墨画・手工芸品など、数
多くの力作が会場に並ぶほか、設楽町の皆さまの作品も展示
されます。

だまされやすさ

チェック心理

チェックの数が多いほど、消

費者トラブルにあう危険度が

高い傾向にあります。①②③

をチェックした人はトラブル

に対して危機意識が薄い傾向、

④⑤⑥はだまされているのに

気がつかない傾向、⑦⑧⑨は

だまされたとき一人で抱え込

んでしまう傾向にあります。

□①自分のまわりにあまり悪い人はいないと思う

□②相手に悪いので人の話を一生懸命聞く方だ

□③たまたま運の悪い人がトラブルにあうのだと思う

□④知人から「効いた」「良かった」と聞くと、やってみようと思う

□⑤有名人や肩書きのある人の言うことはつい信用してしまう

□⑥人からすすめられると断れない方だ

□⑦迷惑をかけたくないので家族にも黙っていることがある

□⑧実際、身近に相談できる人があまりいない

□⑨しっかり者だと思われたい

あてはまる項目に □ 

　をつけてください。

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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“
遠
く
の
親
戚
よ
り
近
く
の

他
人
”
歩
い
て
数
分
の
地
域
の

友
人
、
知
人
は
と
て
も
大
切
で

有
難
い
存
在
で
あ
る
と
い
う
思

い
が
深
ま
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
花
田
サ
ロ
ン
主
催
の
「
ま

ち
の
支
え
あ
い
づ
く
り
を
考
え

よ
う
」
の
出
前
講
座
に
引
き
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
実
際
に
活
動

し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
映
像
を

交
え
て
の
紹
介
は
分
か
り
や
す

く
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
暖
か
さ

も
伝
わ
り
興
味
深
く
聞
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
他

の
校
区
の
友
人
が
老
人
ク
ラ
ブ

が
な
い
の
で
、
自
宅
を
開
放
し

て
月
1
回
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い

る
こ
と
を
思
い
出
し
、
誰
か
に

会
い
た
い
、
話
し
た
い
の
願
い

が
叶
う
「
居
場
所
」
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
高
齢

化
、
核
家
族
化
が
増
え
て
い
く

中
、
地
域
で
の
支
え
合
い
が
活

発
に
な
れ
ば
、
介
護
保
険
頼
み

の
暮
ら
し
が
減
り
、
保
険
料
の

軽
減
に
も
つ
な
が
る
と
の
説
明

も
あ
り
ま
し
た
。

　

幸
い
花
田
校
区
に
は
活
発
な

老
人
ク
ラ
ブ
や
自
主
活
動
の
お

陰
で
沢
山
の
受
皿
が
あ
り
ま

す
。
市
民
館
で
（
花
田

サ
ロ
ン
、
健
康
花
田
会

等
）、
公
園
で
（
ラ
ジ
オ

体
操
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

等
の
ス
ポ
ー
ツ
、
清
掃

奉
仕
な
ど
）
ま
た
、
町

の
カ
フ
ェ
で
（
お
し
ゃ

べ
り
）、
校
区
全
体
で
は

バ
ス
旅
行
、
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
勇
気
を
出
し
て

1
歩
外
へ
踏
み
出
せ
ば

良
い
訳
で
、
私
も
病
後
で
後
遺

症
の
あ
る
夫
と
参
加
で
き
る

こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
て
お
り

ま
す
。

　

“
笑
う
門
に
は
福
来
た
る
”

を
モ
ッ
ト
ー
に
和
顔
愛
語
を
心

が
け
な
が
ら
、
地
域
で
の
交
流

を
大
切
に
し
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

百
度
町
福
寿
会
　
前
田
　
洋
子

ま
ち
の
居
場
所

花田校区

　

寿
会
の
会
長
を
引
き
受
け

8
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
メ
ン

バ
ー
全
員
の
会
長
を
始
め
役

員
に
対
す
る
協
力
す
る
気
持

ち
、
心
が
あ
っ
た
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

マ
ン
ネ
リ
化
し
た
老
人
ク

ラ
ブ
も
た
だ
漠
然
と
決
ま
っ

た
行
事
を
、
こ
な
す
だ
け
で

は
駄
目
で
す
。
発
想
を
変
え

メ
ン
バ
ー
が
喜
ん
で
参
加
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
を
模
索
す
る

こ
と
で
す
。
そ
こ
で
わ
が
ク

ラ
ブ
も
3
年
前
か
ら
趣
味
の

会
と
し
て
新
た
に
川
柳
ク
ラ

ブ
、
サ
ロ
ン
会
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
会
の
目
的
は
メ
ン

バ
ー
が
喜
ん
で
参
加
し
気
軽

に
お
し
ゃ
べ
り
で
き
る
雰
囲

気
を
作
り
出
す
こ
と
で
す
。

　

皆
さ
ん
と
気
軽
に
お
し
ゃ

べ
り
が
で
き
る
、
こ
れ
が
終
局

の
目
標
目
的
で
す
。
こ
れ
ら
も

皆
さ
ん
の
会
に
対
す
る
協
力

す
る
気
持
ち
の
表
れ
い
か
ん

で
す
。
講
師
に
対
す
る
協
力

す
る
気
持
ち
、
心
、
感
謝
の

気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
永
続

性
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

川
柳
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

13
名
の
平
均
年
齢
は
80
歳
位

で
す
。
発
足
当
初
、
課
題
の
各

自
3
句
を
持
ち
寄
る
わ
け
で

す
が
上
手
い
下
手
は
別
と
し

て
な
か
な
か
作
品
が
で
き
ず

困
窮
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
時
あ
る
1
人
の
メ
ン
バ
ー

が
下
手
が
い
る
か
ら
上
手
が

目
立
つ
と
笑
っ
て
話
し
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
聞
い

た
時
こ
れ
が
皆
さ
ん
と
協
力

し
て
会
を
存
続
さ
せ
る
ん
だ

と
、
こ
れ
こ
そ
協
力
す
る
気

持
ち
心
の
表
れ
だ
と
思
い
ま

し
た
。
み
ん
な
で
作
っ
た
寿

会
で
す
。
協
力
す
る
気
持
ち
、

心
を
こ
れ
か
ら
も
忘
れ
ず
に

大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
本
年
も
新
会
員
に
若

手
が
入
会
さ
れ
ま
し
た
。
自
由

闊
達
な
ご
意
見
を
期
待
い
た

し
ま
す
。

協
力
す
る
気
持
ち
、
心

仁
連
木
・
東
郷
寿
会
　
髙
橋
　
　
誠

東田校区

　

今
年
の
1
泊
親
睦
旅

行
は
5
月
27
日
㈬
28
日

㈭
。
行
き
先
は
、
会
員
多

く
の
希
望
に
よ
り
日
本
の

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
も
言

わ
れ
る
兵
庫
県
朝あ

さ

ご来
市

の
竹
田
と
夕
日
ケ
浦
温

泉
そ
し
て
赤
レ
ン
ガ
で
有
名

な
舞
鶴
に
な
り
ま
し
た
。
男

性
25
名
、
女
性
18
名
計
43
名
。

丁
度
良
い
参
加
人
数
で
す
。

　

昨
年
は
太
平
洋
の
南
紀
勝
浦

へ
、
今
年
は
日
本
海
へ
。

　

2
日
間
共
、
天
候
も
（
気
温

34
度
の
時
も
あ
り
）
歌
も
話
も

上
手
な
バ
ス
ガ
イ
ド
に
も
恵
ま

れ
、
1
日
目
は
竹
田
。
ガ
イ
ド

の
説
明
で
寺
町
な
ど
を
散
策
。

城
跡
の
在
る
和
田
山
と
情
報
館

「
天
空
の
城
」
を
バ
ッ
ク
に
記

念
写
真
。
情
報
館
で
は
映
像
で

城
跡
の
様
子
を
し
っ
か
り
と
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
但
馬

牛
の
仔
牛
を
松
阪
に
送
っ
た
と

言
う
竹
田
駅
（
播
但
線
）
で
は

懐
か
し
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
カ
ー
を

見
ま
し
た
。
お
寺
の
石
垣
組
の

変
遷
に
も
興
味
深
く
感
じ
ま
し

た
。

　

ト
イ
レ
の
回
数
が
多
い
の
で

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
で
の
交
通

事
故
に
も
心
配
し
ま
し
た
が
、

約
5
0
0
キ
ロ
の
旅
を
し
て
無

事
に
宿
の
夕
日
ケ
浦
温
泉
に

着
。
そ
し
て
、
2
時
間
の
宴
会

も
ア
ッ
と
言
う
間
に
終
わ
り
、

最
後
に
各
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
女

性
部
長
が
舞
台
に
上
が
り
皆
で

万
歳
を
し
て
お
開
き
に
な
り
ま

し
た
。

　

2
日
目
は
舞
鶴
で
赤
レ
ン
ガ

博
物
館
、
海
上
自
衛
隊
の
艦
船

な
ど
、
ま
た
赤
レ
ン
ガ
造
り
の

倉
庫
群
を
あ
ち
こ
ち
で
見
ま
し

た
。
帰
り
は
開
通
し
て
間
も
な

い
舞
鶴
若
狭
道
を
通
り
、
そ
し

て
北
陸
道
、
名
神
、
東
名
。
皆

さ
ん
の
迅
速
な
行
動
で
時
間
の

遅
れ
や
事
故
も
無
く
全
員
無
事

に
豊
橋
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
当
に
楽
し
い
旅
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

天
空
の
城
「
竹
田
」
と
「
舞
鶴
」・
日
本
一

夕
日
が
綺
麗
な
「
夕
日
ケ
浦
」
を
旅
す
る

芦
原
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
伊
藤
　
公
満

校区・単位クラブ活動

芦原校区

そういえば、 老人クラブはいつからある？

　起源は、高齢者を祝い敬う平安時代の「尚
しょうし

歯会
え

」、さらには仏教伝来と

ともに日本に伝わったとされる相互扶助組織「講」にまでさかのぼるこ

とができます。その後、

　◎明治 26 年…博多高砂会（福岡県福岡市）

　◎明治 40 年…楽寿老人会（京都府亀岡市）

　◎大正 14 年…上田地区老人会（熊本県小国町）

が設立され、現在の老人クラブの基礎が築かれました。

　そして戦後、荒廃した社会にあって“老後の幸せは自らの手で開こう”

とする人たちがいました。彼らは老後に不安を感じている友人や、老後

の問題に関心を寄せる人々に呼びかけ、次々に老人クラブを結成してい

きました。初期は孤独に陥りがちな高齢者たちの親睦の場としてスター

トしましたが、「高齢者が集い、生きがいを高める」「行政や社会に働きか

け、老人福祉を推進する世論を高める」という老人クラブの主張は次第

に社会に受け入れられ、地域に根を下ろしていきました。

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております
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ま
た
起
き
て
し
ま
っ
た
。
最

近
は
老
若
男
女
、
特
に
若
年
層

に
目
に
余
る
残
酷
な
犯
罪
が
多

い
。

　

物
の
な
い
時
代
、
今
の
よ
う

に
携
帯
も
ス
マ
ホ
も
な
い
。
分

か
ら
な
い
時
は
隣
り
近
所
の
お

ば
さ
ん
に
聞
く
。
子
供
が
悪
い

事
を
し
た
ら
他
人
の
子
供
で
も

叱
る
。
世
の
中
に
最
近
は
祖
父

母
と
の
交
流
も
な
い
時
代
。

　

済
ん
だ
こ
と
を
後
悔
し
て
も

仕
方
な
い
。
被
害
者
加
害
者
ど

ち
ら
の
親
も
も
う
少
し
地
域
と

関
わ
っ
て
い
た
ら
、
自
分
の
子

も
よ
そ
の
子
も
叱
れ
る
よ
う
な

世
の
中
に
。
こ
の
町
内
も
一
人

暮
ら
し
の
老
人
が
多
い
。
こ
れ

も
現
実
だ
。
少
し
で
も
生
き
て

い
る
限
り
、
い
か
に
ボ
ケ
ず
に

一
生
を
楽
し
む
か
だ
ね
。
老
人

は
知
恵
の
宝
庫
だ
よ
。
勉
強
も

遊
び
も
大
切
だ
け
ど
も
っ
と
、

親
子
で
話
し
あ
え
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
が
ほ

し
い
わ
ね
。
誰
も
が
老
い
る
。

そ
れ
を
く
い
止
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
自
分
で
納
得
し
、
外

に
出
て
生
き
が
い
を
地
域
の
人

と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。
家
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
る
人
も
き
っ

と
寂
し
く
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う

な
。
き
っ
か
け
が
な
く
1
歩
踏

み
出
す
勇
気
が
な
い
の
だ
。

　

私
も
縁
が
あ
っ
て
老
人
ク
ラ

ブ
ふ
た
ば
会
に
入
り
、
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
今
思
え

ば
こ
の
年
に
こ
ん
な
楽
し
み
が

あ
る
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
う
。

そ
し
て
高
齢
化
も
進
み
、
人
が

減
り
寂
し
く
な
っ
て
い
る
町
内

の
人
た
ち
も
こ
の
先
の
こ
と
を

考
え
て
カ
ラ
オ
ケ
に
入
り
、
老

後
を
楽
し
も
う
よ
。

　

1
度
見
学
だ
け
で
も
い
い
、

来
て
ほ
し
い
わ
ね
。

　

未
来
は
バ
ラ
色
ま
で
も
い
か

な
い
け
ど
、
イ
エ
ロ
ー
く
ら
い

の
人
生
が
待
っ
て
い
る
わ
よ
。

　

4
月
12
日
、
自
治
会
企
画
で

豊
橋
を
た
っ
た
、
楽
寿
会
を
乗

せ
た
バ
ス
が
向
か
う
先
は
、
春

の
奈
良
。
心
配
さ
れ
た
お
天
気

も
晴
天
と
な
り
、
新
年
度
の
ス

タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
く
心
弾
み

ま
し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
聖
徳

太
子
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
法
隆

寺
。1
4
0
0
年
の
時
を
経
て
、

な
お
生
き
続
け
る
世
界
最
古
の

木
造
建
造
物
は
迫
力
が
あ
り
ま

し
た
。

　

日
曜
日
と
あ
っ
て
、
人
々
で

動
き
が
と
れ
ず
、驚
き
ま
し
た
。

修
学
旅
行
の
生
徒
や
外
国
人
旅

行
者
の
姿
で
い
っ
ぱ
い
で
、
見

学
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た

が
中
学
生
の
皆
さ
ん
と
交
流
が

で
き
、
修
学
旅
行
気
分
を
味
わ

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
来
は
東
大
寺
へ

と
向
か
う
と
こ
ろ
、
混

雑
の
た
め
予
定
変

更
し
若
草
山
と
な

り
ま
し
た
。

　

道
中
、
桜
舞
い

散
る
ト
ン
ネ
ル
の

お
花
見
は
、「
す

ご
い
。
す
ご
い
」

の
連
続
で
盛
り
上

が
り
、
心
に
残
る

風
景
と
な
り
最
高

で
し
た
。
ま
た
、

鹿
の
群
れ
に
出
会

い
、
悠
久
の
時
の
流
れ
の
中
に

自
分
た
ち
が
溶
け
込
ん
だ
よ
う

な
感
覚
で
し
た
。

　

昼
食
の
郷
土
料
理
柿
の
葉
ず

し
も
旨
味
と
香
り
の
お
い
し
い

ふ
る
さ
と
の
味
で
、
お
腹
も
満

た
さ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
奈

良
の
歴
史
と
伝
統
が
育
ん
だ
古

都
を
巡
り
、
満
花
の
桜
に
も
出

会
え
た
素
晴
ら
し
い
旅
を
通
し

て
、
お
互
い
親
睦
も
深
ま
っ
た

こ
と
を
感
謝
し
て
ま
す
。

　

三
稜
会
と
楽
寿
会
の
仲
間
は

春
の
陽
気
の
中
で
ス
テ
キ
な
体

験
を
し
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
軽
や
か
な
足
取
り
で

帰
路
に
就
き
、
い
つ
ま
で
も
心

に
残
る
旅
と
な
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
大
変
、
お
つ
か
れ

さ
ま
で
し
た
。

古
都
奈
良
大
和
路
を
訪
ね
て

第
二
向
山
楽
寿
会
　
野
口
八
重
子

新川校区
校区・単位クラブ活動

岩
田
校
区

北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

小
椋
か
つ
子

子
供
の
事
件
に
思
う

　

先
日
、
カ
ー
マ
ホ
ー
ム
セ

ン
タ
ー
へ
、
書
庫
に
使
う
家

具
を
買
い
に
行
っ
た
。
重
量

に
耐
え
ら
れ
る
木
製
タ
ン
ス

式
の
も
の
を
見
つ
け
て
注
文

し
た
と
こ
ろ
、
平
ら
な
ダ
ン

ボ
ー
ル
箱
が
運
ば
れ
て
き
た
。

　

「
あ
れ
！　

こ
れ
っ
て
組
み

立
て
？
」
と
聞
く
と
「
そ
う

で
す
」
と
の
こ
と
。
こ
れ
は

大
変
だ
と
思
っ
た
が
自
宅
へ

運
ん
だ
。

　

中
に
は
組
立
説
明
書
が
あ

り
、
板
の
大
き
さ
と
位
置
に

合
わ
せ
て
並
べ
て
み
る
。
ド

ラ
イ
バ
ー
と
金
づ
ち
を
用
意

し
て
、
前
だ
上
だ
と
主
人
と

2
人
で
板
や
カ
マ
チ
を
ぐ
る

ぐ
る
回
転
さ
せ
、
ビ
ス
穴
を

探
し
、
小
さ
な
木
ダ
ボ
を
取

り
付
け
る
。
ま
ず
引
き
出
し

か
ら
作
る
。
ジ
ョ
イ
ン
ト
受

け
の
金
具
は
初
め
て
見
る
物

だ
。
前
板
と
側
板
を
セ
ッ
ト

し
て
、
ボ
ル
ト
を
差
し
込
む
。

2
人
で
支
え
る
人
、
ネ
ジ
を

回
す
人
で
ま
ず
形
が
で
き
る
。

　

次
に
枠
だ
。
両
面
に
ス
ラ

イ
ド
レ
ー
ル
を
付
け
る
。
次

に
い
く
つ
か
の
台
板
を
片
面

に
付
け
別
の
片
面
を
は
め
込

む
。
一
方
、
は
め
る
と
他
方

が
外
れ
る
。
背
板
が
溝
に
き

ち
ん
と
入
ら
な
い
。
同
時
に

全
部
は
め
込
む
こ
と
は
難
儀

で
、
押
さ
え
て
仮
ネ
ジ
を
つ

け
、
他
を
整
え
て
し
っ
か
り

ね
じ
込
む
。

　

や
っ
と
形
が
で
き
、
引
き

出
し
を
は
め
込
む
と
何
と
な

く
は
ま
ら
な
い
。
も
う
1
度

説
明
書
と
見
比
べ
る
と
、
ど

う
も
引
き
出
し
に
つ
け
た
ス

ラ
イ
ド
レ
ー
ル
の
向
き
が
反

対
の
よ
う
だ
。
せ
っ
か
く
各

引
き
出
し
の
下
側
に
付
け
た

ス
ラ
イ
ド
レ
ー
ル
を
全
部
外

し
、
逆
さ
に
取
り
付
け
直
す
。

　

1
つ
の
引
出
し
を
差
し
込

む
と
今
度
は
入
口
ま
で
う
ま

く
は
ま
っ
た
。
失
敗
は
こ
れ

が
原
因
と
分
か
り
、
他
の
3

つ
も
付
け
直
す
。

　

大
変
な
力
作
業
に
す
っ
か

り
疲
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
全
部

き
れ
い
に
収
ま
っ
た
。
簡
単
な

組
み
立
て
は
今
ま
で
や
っ
て

き
た
が
、
愛
着
の
あ
る
書
庫

と
な
り
、
ま
た
楽
し
か
っ
た
。

花
田
校
区

西
羽
田
町
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ

羽
田
　
光
江

書
庫
の
組
み
立
て

定期検診を受けましょう

８０２０運動の推進
80 歳になっても自分の健全な歯を 20本保って、

一生自分の歯で食べられるように食べたらすぐに

歯を磨き、正しいブラッシングを心がけよう。

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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脱
水
症
は
こ
れ
と
い
っ
た

症
状
が
出
に
く
の
が
特
徴
で

す
。
気
づ
か
な
い
う
ち
に
体

の
水
分
が
減
り
、
脱
水
症
の

一
歩
手
前
で
症
状
が
出
て
い

な
い
状
態
を
「
か
く
れ
脱
水
」

と
呼
び
ま
す
。
脱
水
は
暑
い
季

節
に
起
こ
り
や
す
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
寒

く
て
乾
燥
し
が
ち
な
冬
は
風

邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い

っ
た
感
染
症
に
よ
り
、
発
熱
・

下
痢
・
嘔
吐
な
ど
で
体
液
が
失

わ
れ
る
た
め
、
脱
水
症
に
陥
る

危
険
性
が
あ
る
の
で
す
。

　

腎
臓
機
能
が
未
発
達
の
た

め
水
分
や
電
解
質
が
失
わ
れ

や
す
い
子
供
や
、
自
分
の
意

志
で
水
分
補
給
が
で
き
な
い

新
生
児
・
乳
児
、
そ
し
て
高

齢
者
は
脱
水
症
に
な
る
リ
ス

ク
が
高
い
た
め
特
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

高
齢
者
が
脱
水
症
に
な
り

や
す
い
理
由
に
“
筋
肉
量
や

腎
臓
機
能
の
低
下
”“
喉
の
乾

き
を
自
覚
し
に
く
い
”“
食
事

量
が
不
足
す
る
”
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
精
神
的
要
因

で
も
食
欲
が
低
下
し
や
す
い

た
め
、
日
頃
か
ら
ス
ト
レ
ス

を
た
め
ず
に
し
っ
か
り
と
食

事
を
摂
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
「
夜
中
ト
イ
レ
に
行
く

回
数
を
減
ら
し
た
い
か
ら
」

と
水
分
摂
取
を
控
え
る
人
も

い
ま
す
が
、
就
寝
中
も
水
分

は
蒸
発
し
て
い
き
ま
す
。
寝

る
前
に
も
適
度
な
水
分
補
給

を
心
が
け
た
い
も
の
で
す
。

　

脱
水
症
対
策
の
基
本
は
“

早
期
発
見
・
早
期
治
療
”
で
す
。

子
供
や
高
齢
者
の
場
合
、
脱
水

症
の
判
断
が
遅
れ
が
ち
に
な

る
の
で
、
周
り
に
い
る
保
護
者

や
介
護
者
な
ど
が
気
を
付
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
何
と

な
く
元
気
が
な
い
」
と
い
っ
た

些
細
な
症
状
が
脱
水
症
の
サ

イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

体
が
失
っ
た
体
液
を
補
う

水
と
し
て
、
最
近
よ
く
聞
か
れ

る
の
が
“
経
口
補
水
液
”
で
す
。

専
門
の
技
術
や
器
具
を
必
要

と
せ
ず
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で

購
入
で
き
た
り
、
家
庭
で
作
る

こ
と
も
で
き
る
の
で
上
手
に

活
用
し
ま
し
ょ
う
。
摂
取
量
の

目
安
は
高
齢
者
で
体
重
50
㎏

の
人
が
1
〜
2
％
体
重
減
少

し
た
場
合
、
1
日
に
５
０
０

ml
。
そ
の
際
、
一
気
に
飲
む
の

で
は
な
く
、
ゆ
っ
く
り
少
し
ず

つ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ま
た
、

持
病
の
あ
る
方
は
飲
む
前
に

か
か
り
つ
け
の
医
師
に
相
談

し
ま
し
ょ
う
。

　

人
口
問
題
を
研
究
し
て

い
る
所
が
出
し
て
い
る
資

料
が
目
に
止
ま
り
ま
し
た
。

1
9
5
0
年
頃
の
資
料
で
す
。

こ
の
時
代
は
若
い
人
が
と
て

も
多
く
、
お
年
寄
り
の
方
が

少
な
い
こ
と
が
書
い
て
あ
り

ま
し
た
。
若
者
が
高
齢
者
を

支
え
て
い
た
時
代
で
す
。

　

2
0
1
0
年
の
発
表
に
よ

る
と
、
65
歳
以
上
の
人
口
は

2
9
8
0
万
人
く
ら
い
い
た
そ

う
で
す
。
4
人
の
う
ち
1
人
が

65
歳
以
上
に
な
り
ま
し
た
。

　

1
9
5
0
年
代
の
よ
う
な

若
者
の
時
代
は
も
う
2
度
と

こ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
ど
ん

ど
ん
延
び
て
い
ま
す
。
中
日

新
聞
2
0
1
2
年
6
月
1
日

の
朝
刊
に
男
性
は
79
・
5
5

歳
、
女
性
は
86
・
3
歳
と
載
っ

て
い
ま
し
た
。

　

健
康
寿
命
と
い
う
の
も
あ

る
そ
う
で
す
。
健
康
寿
命
と

は
介
護
を
受
け
ず
に
生
活
で

き
る
年
齢
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
大
事
な
の
は
「
何
歳
ま

で
生
き
ら
れ
る
か
」
で
は
な

く
、「
何
歳
ま
で
元
気
で
生
き

ら
れ
る
か
」
と
い
う
こ
と
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
日
本
は
高
齢

者
の
方
が
元
気
で
い
な
い
と

立
ち
い
か
な
く
な
っ
て
き
ま

す
。
定
年
後
の
人
生
を
ど
う

生
き
る
か
の
自
己
目
標
を

持
っ
て
身
体
に
は
気
を
付
け

て
、
明
る
く
元
気
よ
く
最
後

ま
で
自
分
ら
し
く
生
き
る
た

め
に
は
健
康
な
身
体
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

　

寝
た
き
り
で
長
生
き
す
る

こ
と
は
、
本
人
も
そ
の
家
族

の
方
も
本
当
に
つ
ら
い
こ
と

で
す
。

　

私
も
浜
道
長
生
会
に
入
っ

て
今
年
で
4
年
目
に
な
り
ま

す
。
今
年
か
ら
お
喋
り
会
（
サ

ロ
ン
）
に
入
っ
て
皆
さ
ん
と

い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
り
、
認

知
症
の
予
防
と
し
て
歌
を
歌

い
な
が
ら
、
頭
と
手
の
運
動

な
ど
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
元
気
よ
く
頑

張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

昨
年
初
め
、
私
は
長
い
間

の
不
摂
生
が
た
た
り
重
い
腎

臓
病
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

も
と
も
と
は
電
気
関
係
の

職
人
で
し
た
が
50
歳
の
こ
ろ
、

前
の
取
引
先
の
建
築
会
社
の

社
長
に
営
業
と
し
て
勧
誘
さ

れ
、
そ
の
建
築
会
社
に
15
年

間
勤
め
ま
し
た
。
後
か
ら
思

え
ば
、
こ
の
時
期
に
心
身
共

に
無
理
を
し
た
の
が
病
気
の

一
因
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ど
こ
の
会
社
で
も
営
業
に

対
し
て
は
当
然
ノ
ル
マ
も
厳

し
く
、
そ
の
こ
ろ
は
昼
夜
と

な
く
仕
事
を
求
め
て
飛
び
回

り
、
食
事
も
不
規
則
で
か
な

り
の
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
た

毎
日
で
し
た
。
そ
れ
で
も
何

と
か
定
年
ま
で
勤
め
ま
し
た
。

　

仕
事
を
辞
め
て
か
ら
は
そ

れ
ま
で
で
き
な
か
っ
た
地
域

の
お
付
き
合
い
を
す
る
た
め

に
、
ち
ょ
う
ど
募
集
し
て
い

た
町
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

り
ま
し
た
。
そ
し
て
4
年
た

ち
何
と
か
皆
さ
ん
と
の
楽
し

い
い
ろ
い
ろ
な
活
動
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
倒
れ

た
の
で
す
。

　

現
在
は
透
析
を
週
3
回
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
体
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し

か
し
透
析
を
し
っ
か
り
受
け

飲
食
な
ど
体
調
の
自
己
管
理

を
し
っ
か
り
行
え
ば
通
常
の

生
活
は
で
き
ま
す
。
た
だ
不

自
由
な
長
い
透
析
の
時
間
で

腰
は
痛
く
な
り
、
関
節
も
弱

く
な
り
が
ち
で
す
の
で
良
い

姿
勢
で
、
散
歩
を
し
て
足
を

鍛
え
、
筋
肉
や
関
節
の
衰
え

を
防
ぐ
こ
と
が
大
事
と
思
っ

て
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

旅
行
や
飲
食
を
皆
で
楽
し

む
老
人
ク
ラ
ブ
の
お
付
き
合

い
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
今

回
の
病
気
で
世
話
を
掛
け
た

家
族
や
、
心
配
や
迷
惑
を
掛

け
た
周
り
の
方
々
に
感
謝
し

つ
つ
、
で
き
る
だ
け
自
分
の

体
は
自
分
で
し
っ
か
り
管
理

し
て
動
け
る
う
ち
は
お
世
話

に
な
っ
た
分
、
周
り
の
人
た

ち
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

も
率
先
し
て
行
い
た
い
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

豊
校
区
　
春
日
ク
ラ
ブ

木
戸
　
珠
造

大
病
を
し
て

お
召
し
列
車

　

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
お
よ

び
貴
賓
は
普
通
の
列
車
に
は

乗
ら
ず
、
お
召
し
列
車
と
呼

ば
れ
る
特
別
列
車
に
乗
る
こ

と
を
常
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

就
学
以
前
の
こ
と
で
し
た
。

偉
い
人
が
通
る
と
い
う
の
で

数
日
前
か
ら
駐
在
の
巡
査
が

踏
切
を
調
査
し
、
安
全
を
確

認
し
て
お
り
ま
し
た
。
当
日

は
小
さ
い
踏
切
を
通
行
禁
止

に
し
、
大
き
い
踏
切
に
は
警

官
の
張
り
番
が
就
き
ま
し
た
。

　

遠
縁
に
当
た
る
1
つ
年
下

の
子
と
2
人
で
列
車
の
中
を

覗
い
て
み
よ
う
と
話
が
弾
み
、

2
階
の
窓
か
ら
屋
根
の
上
に

出
ま
し
た
。
棟
は
鉄
道
と
平

行
に
な
っ
て
い
て
、
お
召
し

列
車
を
見
下
げ
る
に
近
い
格

好
に
な
り
ま
す
。

　

先
頭
に
旗
を
付
け
た
列
車

を
確
認
後
、
頃
合
い
を
見
計

ら
っ
て
棟
の
上
に
顔
を
出
し

ま
し
た
。
数
両
編
成
の
列
車

の
中
の
人
影
は
ま
ば
ら
で
し

た
。

　

満
州
国
の
高
級
官
僚
で

あ
っ
た
近
所
の
出
身
者
が

乗
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
、

満
州
国
皇
帝
で
あ
っ
た
と
想

像
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
列

高
師
校
区
　
浜
道
長
生
会

豊
田
　
邦
稔

日
本
の
長
寿
社
会

二
川
南
校
区
　
二
川
南
町
寿
会

山
本
　
民
男

戦
争
に
ま
つ
わ
る

私
の
体
験
（
抄
）
2

車
に
菊
の
ご
紋
が
付
い
て
い

た
か
ど
う
か
は
覚
え
て
い
ま

せ
ん
。
も
し
屋
根
か
ら
の
ぞ

い
た
こ
と
が
警
察
に
知
ら
れ

た
ら
、
親
は
ひ
ど
く
叱
ら
れ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
小
学
校
時
代
、
天

皇
陛
下
の
お
乗
り
に
な
ら
れ

た
列
車
の
通
過
を
お
迎
え
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
召
し
列
車
が
近
づ
く
と

最
敬
礼
の
号
令
が
か
か
り
ま

す
。
頭
を
上
げ
た
こ
ろ
は
列

車
が
通
過
し
、
天
皇
陛
下
の

お
姿
を
拝
見
で
き
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
て
、
菊
の
ご
紋

の
付
い
た
車
両
に
注
目
し
た

の
で
す
が
、
遠
く
て
ど
れ
が

陛
下
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

◆
「
か
く
れ
脱
水
」
と
は
？

◆
子
供
と
高
齢
者
は
特
に
注
意

◆
経
口
補
水
液
を
上
手
に
活
用

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております
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若
い
こ
ろ
3
年
間
和
裁
を
習

い
、
人
に
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
私
の
時
代
で
は

自
分
で
仕
立
て
た
着
物
を
持
っ

て
嫁
入
り
し
ま
す
。
食
料
の
乏

し
い
時
代
な
の
で
町
の
人
は
お

粥
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
時
も
、

農
家
の
娘
さ
ん
か
ら
お
月
謝
の

替
わ
り
に
、
お
米
や
作
物
を
貰

う
お
か
げ
で
食
べ
る
物
に
は
不

自
由
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
町
の

娘
さ
ん
は
や
が
て
勤
め
に
出
る

よ
う
に
な
り
、
農
家
の
娘
さ
ん

は
お
米
で
替
え
た
着
物
が
手
に

入
り
ま
す
か
ら
、
仕
立
て
替
え

し
て
和
裁
の
材
料
に
事
欠
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

福
井
で
空
襲
に
会
い
、
大
野

と
い
う
所
へ
疎
開
し
て
8
年
ま

た
娘
さ
ん
に
教
え
、
福
井
に
戻

る
と
呉
服
屋
さ
ん
の
絹
物
を
仕

立
て
る
仕
事
に
恵
ま
れ
ま
し

た
。
芸
者
さ
ん
は
お
正
月
の
三

が
日
、
紋
付
を
着
る
し
き
た
り

が
あ
る
の
で
仕
事
が
絶
え
ず
、

暮
れ
ま
で
仕
立
て
に
追
わ
れ
、

夜
中
座
っ
て
い
て
主
人
に
叱
ら

れ
た
苦
労
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

90
半
ば
を
過
ぎ
た
今
も
目
は

明
る
く
、
孫
の
成
人
式
の
着

物
を
は
じ
め
、
ひ
孫
の
初
着
や

七
五
三
の
着
物
、
帯
を
自
分

の
手
で
縫
っ
て
や
る
こ
と
が
で

き
、
孫
た
ち
の
喜
ぶ
顔
が
こ
の

上
な
く
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
日
物
づ
く
り
が
盛
ん
で
す

が
、
和
服
を
着
る
人
は
だ
ん
だ

ん
少
な
く
な
り
残
念
に
思
い
ま

す
。

　

和
裁
の
お
か
げ
で
、
教
え
子

た
ち
が
訪
ね
て
く
れ
、
香
袋
や

お
り
ん
台
な
ど
作
っ
て
楽
し
ん

だ
り
、
郷
里
の
温
泉
に
集
ま
り

懐
か
し
い
福
井
弁
で
夜
の
更
け

る
ま
で
昔
話
に
花
を
咲
か
せ
た

り
と
楽
し
み
は
尽
き
ま
せ
ん
。

手
に
職
を
持
ち
生
か
さ
れ
て
き

た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
日
々

で
す
。

　
　

忘
れ
ま
じ　

　
　

仏
の
国
で
待
つ
夫ひ

と

を

　
　

逝
き
た
く
も
あ
り

　
　

逝
き
た
く
も
な
し

「
手
に
職
」
の
恵
み

飯
村
校
区
　
第
二
飯
寿
会

西
川
　
文
子

　

今
年
6
月
で
70
歳
。
1
0
0

歳
ま
で
生
き
た
い
。
ピ
ン
ピ
ン

こ
ろ
り
で
死
ぬ
。
私
の
希
望
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
に
心
掛
け

て
い
る
。

　

医
療
機
関
に
は
頼
ら
な
い
。

体
調
が
悪
化
し
た
ら
症
状
と
病

名
を
聞
く
だ
け
。
薬
は
服
用
し

な
い
。
中
国
四
千
年
の
歴
史
に

積
み
上
げ
ら
れ
た
、
漢
方
薬
な

ら
依
存
し
て
も
い
い
か
な
と
思

う
。
西
洋
医
学
に
基
づ
く
歴
史

の
浅
い
し
か
も
カ
タ
カ
ナ
文

字
で
表
示
す
る
薬
に
は
、
人
体

実
験
は
嫌
だ
と
拒
否
し
て
し
ま

う
。
体
に
は
自
ら
治
る
と
い
う

自
然
治
癒
力
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
そ
の
力
に
委
ね
る
方
が
い

い
。

　

老
化
は
体
に
さ
び
が
蓄
積
す

る
か
ら
だ
と
い
う
。
さ
び
を
抑

え
取
り
除
く
食
べ
物
に
注
意
を

払
う
。
腸
内
環
境
を
整
え
る
食

べ
物
を
食
べ
る
よ
う
に
す
る
。

　

大
豆
製
品
は
最
高
の
食
べ

物
だ
と
い
う
。
そ
れ
を
発
酵

さ
せ
た
み
そ
。
そ
し
て
み
そ

汁
。
発
酵
食
品
の
王
様
、
ぬ

か
漬
け
。
今
、
キ
ュ
ウ
リ
を

せ
っ
せ
と
毎
日
ぬ
か
漬
け
し
て

い
る
。
バ
ナ
ナ
や
チ
ー
ズ
も

ぬ
か
漬
け
に
し
て
い
る
。
生

卵
も
ぬ
か
漬
け
す
る
。
食
材

の
品
質
が
高
ま
る
ら
し
い
。

　

何
よ
り
も
か
に
よ
り
も
、
腸

内
環
境
最
大
の
味
方
は
、
笑
い

で
あ
る
と
い
う
。
笑
顔
、
穏

や
か
さ
、
悩
ま
な
い
。
い
わ
ゆ

る
、
ス
ト
レ
ス
は
最
大
の
敵
と

い
う
。
そ
し
て
、
疑
い
深
い
人

は
体
調
を
崩
し
が
ち
。

　

悩
ま
な
い
こ
と
は
お
手
の

物
。私
の
特
技
か
も
し
れ
な
い
。

だ
と
す
れ
ば
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ

ン
グ
へ
の
知
識
。
さ
び
取
り
、

さ
び
抑
え
、
い
わ
ゆ
る
抗
酸
化

へ
の
取
り
組
み
等
々
で
1
0
0

歳
も
夢
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
と
、
こ
の
ご
ろ
思
う
よ
う
に

な
っ
た
。

1
0
0
歳
ま
で
生
き
た
い

栄
校
区
　
弥
生
町
大
空
会

小
山
　
正
博

インターバル速歩をやってみよう！
インターバル速歩の基本はウォーキングで、

「普通歩き」と「速歩」を交互に行う歩き方です。

1. 最初は  普通歩き
　まずは背筋を伸ばし、できるだけ胸を広げた姿勢で、景色などを眺めながらリラッ
クスした状態でふだん歩くように 3 分ほど歩きます。

2. だんだんと  速  歩
　次に徐々にスピードを上げながら速歩を行います。最大体力（全速力）の 70%
程度のかなり速い歩き方です。普通歩きの姿勢のまま、腕を後方にしっかりふりな
がら、歩幅を大きく広げてサッサッと歩きます。「息がはずみ、足の筋肉に軽い疲
れを覚える程度」です。最初、スネのあたりに軽い痛みを感じるかもしれません。
この速歩を 2 〜 3 分程度続けます。

3. 息が切れてきたら  普通歩き
　もし息が切れてきたら、その時点で普通歩きに切り替えます。このときに、リラッ
クスして乱れた呼吸を整えていきます。

4. 疲れがとれたら  速  歩

　疲れがとれてきたら、また速歩を始めます。

5.  普通歩き  と  速  歩  を交互に行い、繰り返す
　息が切れたら普通歩き、疲れがとれたら速歩を繰り返していきます。

　インターバル速歩は、3 分ゆっくり歩き、3 分は速く歩く、

というように一定の間隔で繰り返して行わなくても、速歩時

間の合計が 15 分になれば良いので、あとは自分の力や生活

のリズムに合わせて工夫してみてください。たとえば「あの

電柱まで速歩で行こう」というように目標物を決めて歩いて

みる。それで疲れたらペースを落として 2 分ぐらいゆっく

り歩いて、また、次の電柱までは速歩で……というように。

速歩の時間が 40 秒でも 1 分でもかまいません。3 分ゆっく

り歩いて、次は 1 分とか 2 分でもいい。

　重要なのは、山の部分の合計が 1 日で 15 分以上、それを

週 4 日続けることがポイントです。血糖値やコレステロー

ル値などが高めの人、肥満気味の人は食後 30 分ぐらいに始

めるとより改善効果が期待されます。

　ふだん速歩をすることがない人は、30 秒ぐらいから始め

て、徐々に時間を延ばしてください。

速歩時間の合計は
1 日 15 分以上、週 4 日続けよう！

インターバル速歩の方法
ここが
ポイント！

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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■
岩
田
校
区
　

北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

夕
暮
れ
に
す
す
き
の
穂
に
も
怯
え
た
し

小
椋
か
つ
子

■
岩
田
校
区
　
平
岡
区
老
人
ク
ラ
ブ
若
竹
会

縁
側
で
暫し
ば

し
思
案
の
日ひ

な

た向
ぼ
こ

白
井
　
善
晴

■
岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

G
G
会
薫
風
の
朝
快
打
音

千
賀
　
芳
彦

進
級
を
祝
う
桜
も
ち
ら
ほ
ら
と

加
藤
カ
ツ
エ

■
豊
校
区
　
西
岩
田
親
睦
ク
ラ
ブ

姫ひ
め
し
ゃ
が

著
莪
に
魅ひ

か
れ
て
參
る
奥
の
院

金
田
　
英
子

■
豊
校
区
　
三
ノ
輪
本
町
本
寿
会

冬
の
夜よ
る

ぬ
く
も
り
感
ず
薬や

く

し師
の
湯ゆ

磯
部
　
　
馨

■
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

菖し
ょ
う
ぶ
ゆ

蒲
湯
で
孫
と
童
謡
き
そ
い
あ
い

河
合
　
昭
子

■
牛
川
校
区
　
若
宮
町
こ
と
ぶ
き
会

戸
を
明
け
て
迎
え
る
客
や
初
燕

豊
田
　
し
げ

■
富
士
見
校
区
　
ニ
ュ
ー
レ
イ
ク
第
一
ク
ラ
ブ

庭
先
の
垣
根
の
つ
つ
じ
白
ピ
ン
ク

早
川
　
郁
代

■
松
山
校
区
　
東
松
山
町
睦
ク
ラ
ブ

老
ど
ち
の
話
は
尽
き
ず
磯
遊
び

荒
井
須
磨
子

■
大
清
水
校
区
　
大
清
水
老
人
ク
ラ
ブ
虹
の
会

開
帳
へ
集
ふ
人
波
花
万
朶

水
野
　
せ
つ

■
老
津
校
区
　
老
津
俳
句
会

蜆
船
沖
よ
り
波
の
光
か
な

中
村
き
よ
子

白
木
蓮
空
に
か
か
げ
て
ひ
か
り
と
す石

田
　
初
江

半
分
づ
つ
隣
と
分
け
て
蜆
汁

三
浦
　
松
代

一
碗
の
菜
飯
の
香
り
ほ
の
か
な
り

鈴
木
　
純
夫

蜆
汁
小
康
ね
ぎ
ら
ふ
老
二
人

別
所
　
善
子

も
う
一
歩
峠
登
れ
ば
菜
飯
茶
屋

彦
坂
　
博
子

菜
飯
食
ぶ
老
舗
旅
館
の
長
廊
下

高
橋
い
す
ヾ

■
飯
村
校
区
　
第
二
飯
寿
会

ふ
る
里
の
駅
舎
モ
ダ
ン
に
老
桜

広
中
　
雅
子

■
谷
川
校
区
　
中
原
町
立
岩
会

汗
飛
ば
し
鋭
気
溌
剌
老
球
技

朝
倉
　
政
敏

黄
昏
に
命
短
き
花
舞
ひ
て

池
田
す
み
江

終
戦
日
主
客
転
倒
恐
ろ
し
や

稲
葉
　
春
夫

七
十
年
友
の
顔
々
終
戦
忌

堤
　
　
昭
雄

■
栄
校
区　

弥
生
町
大
空
会

夜
桜
や
恋
の
ま
ぼ
ろ
し
皆
に
見
せ
小
山
　
正
博

■
杉
山
校
区
　
杉
山
み
そ
の
俳
句
会

た
だ
い
ま
と
猫
の
子
抱
き
て
子
の
下
校

花
井
　
　
稔

春
の
宵
来
客
あ
り
て
交
は
す
酒

市
川
　
淑
洋

暖
か
や
病
む
身
へ
妻
の
声
や
さ
し

田
中
　
秀
幸

春
の
月
ゆ
れ
て
田
水
に
映
り
け
り

彦
田
　
純
子

感
嘆
の
声
の
と
び
交
ふ
桜
道

竹
内
　
澄
子

つ
つ
じ
燃
ゆ
歩
道
廻
り
て
投
函
す

井
圡
　
幸
子

■
多
米
校
区
　
第
一
和
来
会

水
仙
を
格
花
に
生
け
て
父
忍
ぶ

坪
内
　
英
子

■
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

信
金
で
た
だ
い
ま
修
業
ガ
ン
バ
リ
し

　

新
聞
に
載
り
し
祖
母
う
れ
し
泣
き小

椋
か
つ
子

■
岩
田
校
区
　
平
岡
区
老
人
ク
ラ
ブ
若
竹
会

晩
秋
や
遠
く
聞
こ
え
る
笛
大
鼓

　

人
の
騒ざ
わ

め
き
我
は
独
り
居

白
井
　
善
晴

■
芦
原
校
区
　
高
師
町
明
生
会

厄
除
け
の
た
ん
切
り
飴
を
摑
ま
ん
と

　

伸
ば
し
た
腕
を
粉
が
清
め
る

髙
橋
　
　
健

■
豊
校
区
　
西
岩
田
親
睦
ク
ラ
ブ

あ
じ
さ
ゐ
に
梅
雨
の
合
間
の
陽
の
さ
し
て

　

ゆ
た
か
な
花
毬
の
青
輝
や
け
る

金
田
　
英
子

■
飯
村
校
区
　
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
同
好
会

旅
支
度
あ
れ
も
こ
れ
も
と
詰
め
込
ん
で

　

重
た
い
思
い
で
ま
た
持
ち
帰
る

長
坂
　
一
昭

■
牛
川
校
区
　
若
宮
町
こ
と
ぶ
き
会

プ
レ
ゼ
ン
ト
残
り
少
な
き
老
の
身
に

　

温ぬ
く

き
半
纏
孫
の
優
し
さ

豊
田
　
し
げ

■
幸
校
区
　
南
松
原
寿
会

春
の
香
に
伊
勢
神
宮
へ
友
と
行
き

　

一
輪
の
願
い
玉
砂
利
を
歩
む

伊
藤
富
士
子

乾
繭
の
倉
庫
の
跡
や
む
か
ひ
や
ま

　

蚕
都
の
名
残
り
今
に
と
ど
む
る

菅
谷
　
益
夫

咲
く
か
ら
に
散
る
が
定
め
と
知
ら
ぬ
げ
に

　

桜
下
に
遊
ぶ
童
や
吾
も

金
子
　
浩
吉

芍
薬
の
今
年
も
忘
れ
ず
顔
を
だ
し

　

五
月
の
風
に
微
か
に
揺
ら
ぐ

大
橋
　
睦
子

■
大
崎
校
区
　
大
崎
老
人
ク
ラ
ブ

梅
の
枝
へ
み
か
ん
の
輪
切
り
掛
け
お
け
ば

　

鵯
皮
を
落
と
し
飛
び
行
く

田
中
さ
な
江

大
寒
の
夜
の
靜
寂
に
聞
こ
ゆ
る
は

　

吹
き
抜
け
て
行
く
風
の
響
き
か

神
藤
み
ち
子

長
ら
え
て
八
十
七
歳
こ
の
命

　

か
み
し
め
今
日
も
畑
に
鍬
振
る

近
藤
美
代
子

雨
降
り
て
畑
仕
事
も
ま
ま
な
ら
ず

　

炬
燵
に
入
り
て
テ
レ
ビ
に
見
い
る大

塚
　
千
代

短
　
歌

俳
　
句

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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■
牟
呂
・
汐
田
校
区　

坂
津
松
寿
会

イ
ベ
ン
ト
の
設
楽
に
あ
れ
ば
足
運
び

　

太
鼓
の
音
に
若
さ
を
も
ら
う

横
田
　
久
枝

■
老
津
校
区
　
老
津
喜
楽
会

春
炬こ

た

つ燵
片
付
け
忘
れ
た
振
り
を
す
る

　

寒
さ
は
今
も
行
っ
た
り
来
た
り

石
田
　
初
江

時
来
れ
ば
庭
の
あ
ち
こ
ち
草
は
び
こ
れ
る

　

老
い
の
仕
事
は
尽
き
る
事
な
し

鈴
木
き
み
ゑ

仕
事
終
え
曾ひ

孫
と
遊
ぶ
楽
し
さ
よ

　

疲
れ
を
忘
れ
明
日
へ
の
英
気

彦
坂
　
貞
子

さ
く
ら
ん
ぼ
た
わ
わ
に
実
り
見
事
な
り

　

得
意
の
シ
ャ
メ
で
友
へ
と
送
る

鈴
木
　
元
恵

「
も
う
見
た
の
し
だ
れ
桜
は
」
「
ま
だ
だ
け
ど
」

　

春
の
麗
う
ら
ら

は
老
い
に
も
優や

さ

し

伴
　
　
匡
晃

食
べ
る
よ
り
掘
る
が
楽
し
み
筍
た
け
の
こ

は

　

鍬
を
振
い
て
友
と
競
え
り

柵
木
　
早
苗

八
十
路
越
え
夫つ
ま

の
分
ま
で
長
ら
え
ん

　

健
康
ジ
ム
で
ス
ト
レ
ス
解
消

中
村
　
弘
子

牡
丹
散
り
芍
し
ゃ
く
や
く薬
咲
き
し
我
が
庭
に

　

野
鳥
舞
い
降
り
花
を
ば
愛め

で
お
り三

浦
　
松
代

真
後
の
良
く
笑
う
声
聞
き
な
が
ら

　

花
見
弁
当
友
と
味
わ
う

原
田　

玲
子

■
富
士
見
校
区
　
ニ
ュ
ー
レ
イ
ク
第
二
ク
ラ
ブ

山
登
り
何
時
し
か
着
き
し
八
十
路
坂

　

見
え
ぬ
頂
き
目
指
し
つ
登
る

木
村
す
み
子

■
吉
田
方
校
区
　
吉
田
方
短
歌
教
室

点
滴
も
取
れ
て
身
軽
に
運
動
と

　

足
首
回
せ
ど
足た

び袋
は
き
し
ご
と

井
川
　
敏
子

室
内
く
ら
く
胃
カ
メ
ラ
を
呑
む
吾
の
手
を

　

握
り
て
く
れ
し
掌
て
の
ひ
ら

ぬ
く
し

大
木
　
篤
子

向
い
合
い
指
先
染
め
て
袴
取
り

　

夫
の
摘
み
来
た
土
筆
か
わ
い
い

杉
浦
尊
香
子

初
め
て
の
期
日
前
投
票
な
し
終
へ
て

　

冷
え
を
覚
ゆ
る
不
思
議
な
気
持
ち丸

山
二
三
四

読
ん
で
書
く
平
が
な
数
字
片
仮
名
と

　

入
学
す
る
孫
と
て
も
大
変

杢
野
　
文
枝

出
来
る
だ
け
足
腰
強
く
と
散
歩
す
る

　

夫
と
歩
け
ば
話
も
弾は
づ

む

横
山
　
宜
世

■
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

母
残
す
バ
ラ
の
大
輪
み
ご
と
咲
き

　

思
ひ
出
つ
き
ず
し
ば
し
た
ゝ
ず
む河

合
　
昭
子

■
岩
田
校
区

　
北
岩
田
一
区
老
人
ク
ラ
ブ
ふ
た
ば
会

耳
栓
し
ヘ
タ
な
歌
聞
き
拍
手
さ
れ

小
椋
か
つ
子

■
岩
田
校
区
　
平
岡
区
老
人
ク
ラ
ブ
若
竹
会

米
寿
ま
で
命
の
限
り
フ
ル
稼
動

白
井
　
善
晴

■
岩
田
校
区
　
東
岩
田
長
寿
会

追（
老
）つ
け
た
ス
マ
ホ
、
パ
ソ
コ
ン
八
十
爺（
路
）

千
賀　

芳
彦

■
芦
原
校
区
　
高
師
町
明
生
会

孫
等
の
け
ん
か
祖
父
母
そ
っ
く
り
顔
火
照
る

髙
橋
　
　
健

■
東
田
校
区
　
仁
連
木
・
東
郷
寿
会

「
平
和
」

今
年
こ
そ
神
様
お
願
い
世
の
平
和

板
橋
　
章
一

平
和
ボ
ケ
マ
グ
マ
大
使
が
活
を
入
れ畠

　
　
正
行

馬
の
歳
平
和
の
日
々
が
過
ぎ
て
行
き大

石
　
綾
子

孫
達
に
平
和
の
重
み
知
ら
せ
た
い

河
合
　
正
年

地
域
の
輪
平
和
に
生
き
る
証
で
す

高
橋
　
　
誠

平
和
道
光
照
ら
せ
ば
闇
は
消
え

田
中
　
千
江

平
和
ボ
ケ
戦
後
生
ま
れ
の
特
権
だ

松
野
　
政
春

幸
せ
に
気
が
付
か
ず
い
る
無
事
な
日
々

藤
井
　
克
代

赤
字
国
老
人
元
気
平
和
な
世

後
藤
マ
サ
子

九
条
で
平
和
が
保
障
さ
れ
ま
す
か

榎
島
　
謙
一

九
条
で
守
ら
れ
暮
ら
す
平
和
国

佐
原
　
久
代

平
和
の
灯
消
さ
な
い
政
治
期
待
す
る清

水
　
良
子

平
和
賞
捨
身
の
気
迫
心
打
つ

鈴
木
い
と
子

サ
ン
タ
さ
ん
平
和
な
国
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

平
塚
　
満
子

■
東
田
校
区
　
第
二
喜
楽
会

病
癒
え
て
花
鳥
風
月
目
に
や
さ
し

石
川　
　

九

■
幸
校
区
　
南
松
原
寿
会

煙
立
ち
母
の
面
影
そ
っ
と
見
る

伊
藤
富
士
子

■
福
岡
校
区
　
橋
良
老
人
ク
ラ
ブ
東
み
ど
り
会

笑
顔
っ
て
い
い
な
女
性
は
み
な
美
人山

下
　
益
生

■
吉
田
方
校
区
　
若
波
会

玉
露
茶
も
し
ま
ひ
忘
れ
て
古
茶
と
な
り

河
合
　
昭
子

■
飯
村
校
区
　
第
二
飯
寿
会

犬
つ
れ
て
つ
く
し
摘
ん
で
る
の
ど
か
な
日

夏
目
つ
た
み

■
杉
山
校
区
　
杉
山
老
人
ク
ラ
ブ
明
日
望
会

年
金
だ
先
づ
は
辛
抱
春
の
服

竹
内
　
澄
子

き
み
ま
ろ
が
途
中
で
切
れ
る
バ
ス
旅
行

彦
田
す
み
子

ロ
ー
カ
ル
線
途
中
ひ
と
り
の
客
と
な
る

井
圡
　
幸
子

介
護
と
は
ど
ち
ら
も
辛
抱
あ
あ
し
ん
ど

田
中
　
秀
幸

辛
抱
で
自
分
も
守
り
百
ま
で
も

市
川
　
淑
洋

連
凧
へ
少
年
の
夢
親
の
夢

花
井
　
　
稔

■
栄
校
区
　
弥
生
町
大
空
会

バ
ス
の
旅
つ
づ
ら
坂
で
は
山
笑
う

伊
藤
三
重
子

報
復
と
う
ら
み
の
剣
で
神
い
ず
こ

小
山
　
正
博

■
多
米
校
区
　
第
一
和
来
会

淑
や
か
な
大
和
撫
子
品
薄
に

坪
内
　
英
子

川
　
柳
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私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています
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二
川
の
ん
ほ
い
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
26
年
に

発
足
し
た
新
し
い
ク
ラ
ブ
で
す
。
二
川
校
区

に
は
長
年
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
な
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
し
た
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の

要
望
を
受
け
、
新
た
に
ク
ラ
ブ
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ
設
立
以
降
は
順
調
に
会

員
数
が
増
加
し
、
昨
年
度
は
新
た
に
35
名
も

の
会
員
が
入
会
し
ま
し
た
。

　

会
長
を
務
め
る
河
合
さ
ん
に
会
員
増
加
の

秘
訣
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、

・
会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
人
気
の
あ

　

る
活
動
を
実
施

・
の
ん
ほ
い
ク
ラ
ブ
だ
よ
り
（
裏
面
に
加
入

　

申
込
書
を
印
刷
）
を
定
期
的
に
発
行
し
、

　

自
治
会
と
連
携
し
て
配
布

・
地
区
以
外
の
加
入
希
望
者
も
受
け
入
れ

な
ど
の
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
し
た
。
河
合
会
長
曰
く
、
「
実
は
会
長

の
私
が
一
番
楽
し
ん
で
ま
す
よ
。
会
長
を

引
き
受
け
る
と

負
担
が
あ
る
か

な
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
私

の
場
合
は
ほ
と

ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
。
ク
ラ
ブ
の

中
に
は
健
康
部
会
、
趣
味
演
芸
部
会
な
ど
部

会
が
あ
る
お
か
げ
で
役
割
が
分
担
で
き
、
無

理
な
く
活
動
が
で
き
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

吉
田
春
秋
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
も
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿

を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
広
報
文
化
部
で
は
、

皆
さ
ま
方
の
ご
意
見
・
投
稿
な
ど
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
読
み
や
す
く
楽
し
い
紙
面
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　

ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋　

広
報
文
化
部

編　

集　

後　

記

◎ 

校
区
活
動
、
単
位
ク
ラ
ブ
活
動
、
俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、

随
想
な
ど
の
投
稿
を
募
集
し
ま
す
。（
写
真
を
添
付
い
た

だ
く
場
合
は
き
れ
い
な
も
の
を
お
願
い
し
ま
す
）

◎ 

原
稿
用
紙
６
０
０
字
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
に
つ
い
て
は

各
１
点
ず
つ
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎ 

必
ず
、
校
区
名
・
単
位
ク
ラ
ブ
名
・
氏
名
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

◎ 

紙
面
の
都
合
上
、
や
む
な
く
カ
ッ
ト
・
見
送
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
締
め
切
り
／
11
月
末
日

◎ 

投
稿
先
／
ゆ
た
か
ク
ラ
ブ
豊
橋
事
務
局

（
豊
橋
市
今
橋
町
1
番
地
・
豊
橋
市
役
所
長
寿
介
護
課
内
）

☎
５
１
・
２
３
３
７

原
　
稿
　
募
　
集

二川のんほいクラブ

　全国老人クラブ連合会は、この１５年で減少した２００万人の会員を、

平成２６年度から５年間で、まず半数の１００万人を取り戻すことを念頭

に、５ヵ年計画の「１００万人会員増強運動」をスタートしました。

　ゆたかクラブ豊橋も困難な目標ではありますが、達成のために会員一

人ひとりができる取り組みを推進してまいります。

　目標達成には、役員だけでなく、会員一人ひとりの協力が必要となり

ますので、お力添えをいただきますようお願いいたします。

①毎年１クラブ２名純増しよう！

②ゆたかクラブ豊橋全体で、毎年１クラブ新設・復活しよう！

③解散・脱退クラブをゼロにしよう！

　平成２６年度から３０年度までの５カ年で２，６５０人の増加を

　目標とします。

役員だけでなく、会員の一人ひとりが知

人や友人に声をかけましょう。

休止・解散した近隣クラブを把握し、一

地域に複数のクラブを設置しよう。

ポスター、チラシ、会報、ホームページ

など創意工夫しましょう。

ご協賛各位へのお礼
　この度「吉田春秋」の発刊にあたりまし

て、広告掲載のご協力を賜り誠にありがと

うございました。本紙は、会員が生きがい・

健康・教養を高めながら交流の輪が広がる

よう願って刊行いたしております。今後と

も何とぞ末長きご厚誼、ご支援をお願いい

たします。　　　　　　ゆたかクラブ豊橋

「吉田春秋」は広告スポンサーのご協力によって発行されております

私たちは、ゆたかクラブ豊橋の活動を応援しています


